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耳石微量元素分析による思川および渡良瀬川ヤマメの回遊履歴（平成 30 年度） 

石川孝典・横塚哲也・阿久津正浩・白井厚太朗 1 

                       
目 的 

 ヤマメ・サクラマス遊漁は，アユ漁期以外の河川中

流域の有効活用や若年層の新規遊漁者の参入が期待さ

れる。持続的利用を可能にする増殖手法を検討するた

め，耳石微量元素分析により回遊履歴を推定し，生活

史の解明を行った。 

 

材料および方法 

栃木県内の思川および渡良瀬川で採捕されたサク

ラマスまたはヤマメについて，電子線プローブマイク

ロアナライザー（EPMA）を使用して耳石中の Sr 濃度

および Sr:Ca 比を測定し，回遊型の判別を行った。耳

石（扁平石）の包埋・研磨，微量元素分析方法は既報

と同様の方法とした。1)  

調査対象魚は，2016 年および 2017 年に思川で採捕

された 2 尾および 2016 年に渡良瀬川で採捕された 11

尾とした。 

結果および考察 

回遊型 耳石中の Sr:Ca 比は環境水中の Sr:Ca 比に

よって変化することが知られており，その値は淡水域

に比べて海水域で高い。2) つまり，耳石縁辺域の Sr:Ca

比が高値を示した個体を降海型，一貫して低値を示し

た個体を河川残留型と判断することができる。3) 

思川で採捕された 2 尾（全長 206 および 210 mm）

の耳石 Sr:Ca 比（×10-3）は，耳石断面の Sr 濃度は核か

ら縁辺まで平均 1.42 および 1.37 と一貫して低く，一

生を淡水域で過ごした河川残留型のヤマメと判断され

た。一方，渡良瀬川で採捕された 11 尾（全長 160−257 

mm）のうち 10 尾は耳石断面の Sr:Ca 比は，核から縁

辺まで平均 1.68（範囲 1.15‒2.68）と一貫して低くかっ

たが，1 尾（全長 257 mm）のみ耳石縁辺域で Sr:Ca 比

が平均 4.08 に上昇しており降海型と考えられた（図 1）。

なお，Sr:Ca 比が上昇している部位は全体のわずか約

13％と短く，短期降海型であると推定される。 

年齢 鱗を用いた年齢査定の結果，思川の 2 尾は 1

歳，渡良瀬川の 11 尾は 0−3 歳（55％が 1−2 歳）であ

った。 

胃内容物組成 思川の個体は 2 尾とも空胃，渡良瀬

川の個体は 2 尾（降海型を含む）が空胃，残り 9 尾は

陸生・水生昆虫および魚類（オイカワ）であった。本

水域では陸生・水生昆虫が主要な餌料であるものと推

察された。 
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図 1 渡良瀬川の降海型の耳石 Sr:Ca 比の変化 
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那珂川水系におけるヤマメ・サクラマスの釣獲状況（平成 30 年度）    

石川孝典・横塚哲也 

                       
目 的 

 那珂川水系ではヤマメ（川で一生を過ごすもの）や

サクラマス（海へ降り大型になって川に戻ってきたも

の）釣りが盛んであるが，釣獲時期や大きさなどの実

態は明らかになっていない。そこで，今後の持続的利

用に向けた取組に役立てるべく，釣果情報を収集し，

那珂川水系におけるヤマメ・サクラマスの釣獲実態を

調査した。 

 

方 法 

2018 年シーズン中（3 月 1 日から 9 月 19 日）にお

ける那珂川のヤマメとサクラマスの釣果情報を収集お

よび整理した。1) 

 

結果および考察 

ヤマメとサクラマスの釣獲尾数 2018 年は 21 名の

釣り人から 38 尾の釣果情報の投稿があった。外部形

態の特徴から回遊型を判別した結果，ヤマメが 73.7%

（28 尾），サクラマスが 26.3%（10 尾）であった（図

1）。また，全長 31 cm 以上の個体（22 尾）に占めるヤ

マメの割合は 54.5%（19 尾），サクラマスの割合は

45.5%（10 尾）であった。サクラマスの最大個体は 46 

cm であった。また，全長 63 cm のヤマメの報告があっ

たが，ヤマメであるとは考えにくいため，釣獲魚の写

真を添付するなど報告システムの改善が必要であると

考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヤマメとサクラマスの釣獲時期 ヤマメは 3 月下旬

から 9 月中旬まで釣獲され，シーズン後半に大型個体

が釣獲される傾向が確認された（図 2）。一方，サクラ

マスは 6 月中旬から 7 月中旬に釣獲される個体が多か

った（図 2）。 

釣り方別釣果とリリース状況 報告のあった 21 名

の釣り人のうち 19 名がルアーで 32 尾を，2 名が餌に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

より 6 尾を釣獲していた。釣獲魚のリリースは，ルア

ーによる釣り人 19 名のうち 11 名が，餌による釣り人

2 名のうち 1 名が実施しており，昨年と同様にルアー

による釣り人は餌による釣り人よりも釣獲魚をリリー

スする傾向が強かった。 

那珂川におけるヤマメおよびサクラマスの資源状

況が釣獲状況から断片的に把握できるようになった。

しかし，依然としてサクラマスはヤマメに比べてその

資源に関する情報量が少ない。釣獲方法やリリースの

状況などの利用実態も含め，今後も遊漁者からの情報

提供に基づく調査を継続する必要があると考えられる。 
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（指導環境室） 

図 1 ヤマメとサクラマスの釣獲尾数 

図 2 ヤマメとサクラマスの釣獲時期 
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